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1.　はじめに

先日の経営情報学会全国研究発表大会におきまし
て当賞を賜り，心より感謝申し上げます．本受賞
は，これまで取り組んでまいりました研究活動が，
学会の皆様に一定の評価をいただけた証と受け止め
ており，自身の活動に対する大きな自信となりまし
た．また，現在進めている修士研究をさらに深めて
いく上で，この上ない励みとなり，研究へのモチ
ベーションが一層高まっております．今後も「若者
だからこその視点」を活かし研究活動に精進してま
いります．
ご指導いただきました柿原先生，そして大会を整
備してくださった関係者の皆様，貴重なご意見をく
ださった先生方に，この場を借りて深く感謝申し上
げます．

2.　受賞した研究内容について

本研究は，デジタルプラットフォーム上に投稿さ
れるUGC（ユーザー生成コンテンツ）の活動が顕
著な音楽分野に焦点を当てたものです．SNS上に
ファンが投稿しているUGCは，全く知らない人の
投稿のはずなのに，なぜだか心理的な距離感が近い
ように感じる違和感を出発点に，UGCが音楽ファ
ンにどのような影響を与えているか，またそのメカ
ニズムはどのようなものかを，社会ネットワーク理
論における「紐帯」と同質性の観点から分析ならび
に考察しました．定性分析の結果，従来の理論では
「強い紐帯は同質性を，弱い紐帯は異質性をもたら
す」とされてきたのに対し，デジタルプラットフォー
ム上では，本研究で「同質性弱紐帯」と名付けた，
両者が共存する新たな関係性の形態が観察されるこ

とを指摘しました．この「同質性弱紐帯」という特
性は，ファンが（直接的な知り合いではない）他者
のUGCに触れることを通じて，公式コンテンツに
はない多様な解釈や新たな発見を得ることを可能に
します．それにより，対象への理解が深まり，結果
としてファン感情や心理的所有感（対象への愛着）
を深化させるという，SNS特有のメカニズムが働い
ていることを報告しました．本研究は，このデジタ
ル時代における新たなファンコミュニティの発展プ
ロセスの一端を示したものであり，今後の研究の萌
芽として評価いただけたものと考えております．

3.　現在の研究活動について

現在，修士研究では，生成 AIの登場による情報
探索行動の変化や，その利用意図に関する実証的な
考察をテーマとして研究を進めております．
本受賞の研究で扱ったUGCがユーザー間の情報

伝播プロセスを変容させたように，生成 AIはユー
ザーと情報の関係性そのものを大きく変革する可能
性を秘めていると考えています．当賞をいただいた
研究の分析プロセスにおいても生成AIを活用しま
したが，その結果，分析作業の一部を効率化でき，
本質的な「考察」という人間が担うべき部分により
多くの時間を割くことができました．この経験から
テクノロジーのインパクトを強く実感し，現在，生
成 AIの普及の影響を最も強く受ける大学生の一人
として，この分野に強い関心を抱いています．総務
省（2025）の調査によれば，日本国内における生
成 AIの利用率は未だ 26.7%と発展途上ですが，今
後は個人の情報探索のみならず，購買行動などにも
大きな影響を与えると予測されます．生成 AIを日
頃から利用する「若者だからこその視点」を研究に
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付与し，この新たな技術が社会に与える影響を多角
的に明らかにしていきたいと考えております．

4.　所属研究室について紹介

私が所属しております柿原正郎教授の研究室で
は，デジタル環境下における消費者の情報探索行動
や意思決定プロセスについて，主に定量的アプロー
チを用いた分析を行っております．研究室全体とし
ても，デジタル技術の進展に対して生活者の行動が
どう変化するかに強い関心を持っています．デジタ
ル技術は瞬く間に進化を遂げていて，例えば生成
AI一つとっても，この 1年で幾度も大きなアップ
デートが繰り返されています．私たちは，この急速
な変化に対して柔軟に，そして「面白がりながら」
探求していく姿勢を大切にしており，生成 AIを活
用した研究など，「テクノロジーを実際に使って考
える」ことを重視しています．指導教員である柿原
先生からは，研究テーマの設定から実証分析の手法
に至るまで，常に本質を問う手厚いご指導をいただ
いております．
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